
村民憲章 

◆ 心と体をきたえ、健康をほこれるまちにします。 

◆ 個性とうるおいにみちた、文化のまちにします。 

◆ 力をあわせいきいきと働き、活力にみちたまちにします。 

◆ 水とみどりを守り、くらしと自然の調和するまちにします。 

◆ ささえあう心を育て、あたたかくふれあうまちにします。 

主
な
内
容 

◆来年度の保育所入所申し込み受け付け中（2ページ）
◆除雪についてご理解とご協力を（6ページ）
◆滝沢村成人式のご案内（12ページ）

平成17年

12月5日号

No.668

11
月
13
日
、
大
釜
南
自
治
会
で
行
わ
れ
た
防
災
訓

練
の
様
子
・
関
連
記
事
10
ペ
ー
ジ
）
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（2）平成17年12月5日号　No.668

平
成
18
年
度
の
保
育
所
入
所

申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

　
平
成
十
八
年
度
の
保
育
所
の

入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
期
限
内
に
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
日
程

●
第
一
期（
通
常
受
け
付
け
）

　
申
込
期
限
は
、
十
二
月
二
十
二
日

木
曜
日（
入
所
決
定
は
十
八
年
二
月
下

旬
を
予
定
）

●
第
二
期（
第
一
期
受
け
付
け
後
に
転

入
さ
れ
た
方
な
ど
）

　
申
込
期
限
は
、
十
八
年
二
月
十
五

日
水
曜
日（
入
所
決
定
は
十
八
年
三
月

上
旬
を
予
定
）

●
第
三
期（
第
二
期
受
け
付
け
後
に
転

入
さ
れ
た
方
な
ど
）

　
申
込
期
限
は
、
十
八
年
三
月
十
五

日
水
曜
日（
入
所
決
定
は
十
八
年
三
月

下
旬
を
予
定
）

■
入
所
資
格

●
次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
の
事
情

に
よ
り
、
お
子
さ
ん
を
家
庭
内
で
保

育
で
き
な
い
場
合
で
す
。

①
保
護
者
が
、
日
中
に
家
庭
外
で
仕

事
を
し
て
い
る
場
合

②
保
護
者
が
日
中
に
家
庭
内
で
家
事

以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

③
保
護
者
が
、
出
産
や
病
人
、
障
害

者
な
ど
の
場
合

④
保
護
者
が
、
病
人
や
障
害
者
の
看

護
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
場
合

⑤
家
庭
が
災
害
に
遭
っ
た
場
合

※
た
だ
し
①
か
ら
④
ま
で
は
、
保
護

者
以
外
の
方（
同
居
の
扶
養
親
族
な

ど
）が
保
育
で
き
る
場
合
は
、
入
所
で

き
ま
せ
ん
。

■
保
育
料

　
保
護
者
の
所
得
税
額
な
ど
に
応
じ

て
算
定
さ
れ
ま
す
。（
月
額
最
高
五
万

六
千
円
）

■
申
し
込
み
方
法

　
役
場
福
祉
課
や
各
保
育
所
に
備
え

付
け
の
入
所
申
込
書
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
て
、
福
祉
課
か
村
内
各
保

育
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
入
所

に
際
し
て
は
会
場
を
設
け
て
の
書
類

審
査
が
あ
り
ま
す
。
日
時
や
会
場
、

そ
の
他
の
添
付
書
類（
就
労
証
明
書
な

ど
）に
つ
い
て
は
、
申
込
者
に
後
日

（
来
年
一
月
下
旬
を
予
定
）個
別
に
通

知
し
ま
す
。

　
入
所
中
の
保
育
所
を
来
年
度
か
ら

変
更
し
た
い
方
や
、
現
在
申
請
中
で

入
所
が
保
留
に
な
っ
て
い
る
方
で
、

来
年
度
以
降
も
入
所
を
希
望
さ
れ
る

方
も
、
今
回
あ
ら
た
め
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
健
康
福
祉
部
　
福
祉
課（
内
線
１
３

８
）

保育所名・定員 所在地・電話番号 保育時間 一時保育 休日保育 保　育　の　特　色 

ふうりん保育園 
（45人） 

大釜字風林59-17 
1686－2155 ○  

　心身ともに健康で明るく心豊かな感性を持った子、思いやりがあり、きちんと話を聞いたり話せ

たりする子を目標に、恵まれた自然環境の中で、地域の方々との交流を積極的に取り入れた保育を

行っています。また保護者との連携を密に、子育ての素晴らしさを共有できるよう心掛けています。 

○ 

○ 

○  

大釜保育園 
（120人） 

大釜字田の尻42-1 
1687－3030

　付属施設において、四季折々の体験保育をはじめ幼稚園との供用施設での運動遊び、鍵盤

ハーモニカなどによる音楽遊びなどを通じ、豊かな感性と健康な身体づくりに努めています。

世代間交流活動、施設開放、子育て相談など地域に根ざした子育てを支援します。 
 

大沢保育園 
（45人） 

大沢字堰合32-2 
1687－2509

　家庭的雰囲気の中で、のびのびと自然に触れた遊びを通して、人間性豊かでたくましい子

どもに育ってほしいと願って保育しています。また子育ての楽しさ素晴らしさ、子どものか

わいらしさを保護者と手を取り合って感じ喜び合い、心のより所になれるよう努めています。 

○ 

鵜飼保育園 
（120人） 

鵜飼字笹森1-2 
1687－1375 ○ ○ 

　家庭や地域社会との連携を持ち、心と心の触れ合いを大切にしながら「よく見る・よく聞

く・よく考える」子どもの姿を目標に生きる力を育む保育に努めています。また自然との触

れ合いやさまざまな行事を行い、感動体験ができるような保育を心掛けています。 

○ 元村保育園 
（90人） 

滝沢字外山86-17 
1684－2222

　子どもたちが健康で心豊かに育つことを願い「地域との交流」「合同保育」「はだしとリ

ズム運動」「クッキング」など、家庭と連携をとりながら保育を進めています。また伝統行

事や畑作りを学ぶ老人クラブとの交流、園庭開放なども行っています。 

巣子保育園 
（90人） 

滝沢字葉の木沢山442-6 
1688－2270

川前保育園 
（90人） 

滝沢字巣子152-91 
1688－4145

一本木保育園 
（45人） 

滝沢字柳原74-1 
1688－2662

柳沢保育園 
（45人） 

滝沢字柳沢1370-4 
1688－4335

南巣子保育園 
（120人） 

滝沢字巣子1162-37 
1688－7706

　子どもたちが健康で心豊かに育つことを願い、家庭との連携を大切にしながら一人ひとり

の成長、発達を見守り援助しています。また地域に根ざす開かれた保育園として、地域の方々

との交流や子育て支援室には担当職員２人を配置し、在宅の方の子育てもサポートしていま

す。 

○ ハレルヤ保育園 
（60人） 

滝沢字葉の木沢山555-5 
1688－6773

　モンテッソーリ教育という教育で、子どもの自立と自律を援助しています。また小児科

医と連携を図り、お子さんの健康面のケアも積極的に行っています。 

　四季折々の行事を取り入れながら、地域との交流（老人クラブ、施設訪問、弁当配りな

ど）畑作り、マーチング、はだし保育なども行なっています。子どもたちの「心」と「体」

が、生き生きと成長することを願い家庭との連携を密にした保育をすすめております。 

　未来を担う子どもたちが心豊かに育つことを願い、０～６歳の異年齢の触れ合いや、一

人ひとりを大切にしながら、畑作り、散歩、ウサギの飼育や川前太鼓にも取り組んでいま

す。あたたかい地域の中、家庭の皆さんと子育ての喜びや大変さを共有できるよう心掛け

ながら保育を行っています。 

　保育園ならではの異年齢との関わりや小学校との交流、ウサギや鶏の飼育などを通じて「思

いやり」「やさしさ」「命の大切さ」の心を育みます。子ども一人ひとりを大切にし受け止

め、のびのびと安定した生活ができる家庭的な温かい雰囲気の保育園です。 
○ 

○ 
　家庭的な雰囲気の中で子ども同士のつながりを深め、安心して生活する中で、個々の健

全な心身の発達を援助します。豊な感性を培うために「多くの人々とのふれあい」「自然

とのふれあい」「間接体験を積む（絵本の読み聞かせなど）」の三つを大切にしています。 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

○ 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

牧の林すずの音
保育園（120人） 

滝沢字牧野林891-8 
1699－2230

　「思いやりと自立心のある子」を目標に、リトミックやチャボの世話、畑作りなどを通

じて子どもたちが健康で心豊かに育つことを願い、家庭と密接な連携をとり、一人ひとり

の個性を大切に見守り援助しています。また地域の子育て支援センターとして、相談や情

報提供、親子交流の機会を持つなど、子育て支援も行っています。 

6時半 
～ 
22時 

○ ○ 

7時 
～ 
20時 

○ ○ 

7時 
～ 
19時 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

7時 
～ 
20時 

※保育時間には、延長保育も含まれます。 
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ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
が
ピ
ン
ク
に

　「（
水
道
水
で
は
変
化
し
な
い
の

に
）、
酸
性
度
の
強
い
雨
が
降
っ
た
二

日
後
、
庭
の
青
い
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
の

花
が
ピ
ン
ク
に
な
っ
た
の
」―
子
ど
も

の
自
由
研
究
を
き
っ
か
け
に
、
十
年

前
か
ら
酸
性
雨
調
査
を
や
っ
て
お
ら

れ
る
滝
沢
大
崎
の
小
原
喜
代
美
さ
ん

か
ら
“
酸
性
度
の
強
い
雨 

”
＝「
酸

性
雨
」が
、
滝
沢
村
で
も
日
常
的
に
観

測
さ
れ
て
い
る
実
態
を
聞
い
た
。

　「
酸
性
雨
」っ
て
な
ー
に
？

　
自
然
の
雨
は
空
気
中
の
二
酸
化
炭

素
が
溶
け
込
ん
で
い
る
た
め
、
弱
酸

ペ
ー
ハ
ー

性(

Ｐ
Ｈ
5.6
程
度
の
中
性)

を
示
す
。

こ
れ
に
対
し
、
産
業
社
会
の
進
行
と

と
も
に
、
工
場
の
煙
突
か
ら
出
さ
れ

る
ば
い
煙
や
自
動
車
な
ど
の
排
気
ガ

ス
が
、
大
気
中
に
硫
黄
酸
化
物
や
窒

素
化
合
物
な
ど
を
ま
き
散
ら
し
、
Ｐ

Ｈ
5.6
以
下
の
酸
性
濃
度
の
強
い
酸
性

雨
を
つ
く
る
。

　
小
原
さ
ん
の
測
定（
左
表
）に
よ
る

と
、
年
間
を
通
じ
て
酸
性
の
強
い
雨

が
降
る
が
、
特
に
酸
性
度
が
強
く
な

る
の
は
、
冬
と
夏
。

　
一
月
は「
酸
性
雪
」と
な
り
、
春
先

に
は
溶
け
て
土
壌
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
。
夏
は
、
ま
れ
に
オ
レ
ン
ジ
ジ

ュ
ー
ス(

Ｐ
Ｈ
3.5
程
度)

ほ
ど
の
強
い

酸
性
度
の
雨
が
降
る
と
い
う
。
ま
た

秋
に
は「
酸
性
霧
」と
い
っ
て
、
細
か

い
水
滴
に
汚
染
物
質
が
溶
け
込
む
酸

性
度
の
強
い
霧
が
発
生
す
る
。

　
盛
岡
市
大
通
の
石
川
啄
木
像
や
上

の
橋
の
擬
宝
珠
が
雨
の
流
れ
に
沿
っ

て
溶
け
て
い
る
の
も
、
酸
性
雨（
酸
性

雪
、
酸
性
霧
含
む
）の
影
響
が
大
き
い

と
の
指
摘
も
あ
る
。

　
庭
の
草
花
は
深
刻
な
被
害

　
酸
性
雨
の
被
害
は
、
先
に
紹
介
し

た
青
い
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
が
ピ
ン
ク
に

変
色
す
る
ほ
か
、

①
白
い
ユ
リ（
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
）の
花

に
雨
上
が
り
に
は
穴
が
空
き
、
そ
の

周
り
か
ら
茶
色
に
な
り
腐
っ
て
い

く
。

②
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
び
ら
は
、
水

滴
が
乾
い
た
後
、
穴
が
あ
い
た
。

③
チ
ャ
ボ
ヒ
バ
の
枝
が
枯
れ
た
。

な
ど
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
皆
さ
ん

の
庭
の
花
な
ど
は
大
丈
夫
だ
ろ
う

か
。

　
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
七
十
年

代
か
ら
、
酸
性
雨
の
影
響
に
よ
る
森

の
消
滅
や
湖
沼
の
酸
性
化
を
防
ぐ
た

め
に
、
真
剣
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
原
因
物
質
減
ら
す
努
力
を

　
小
原
さ
ん
の
観
測
に
よ
る
と
、
新

幹
線
工
事
期
間
は
酸
性
度
が
強
く
現

れ
た
そ
う
だ
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

の
交
通
量
増
加
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
こ
と
は
確
か
だ
。

　
酸
性
雨
の
影
響
を
減
ら
す
た
め
に

も
、
東
京
都
の
よ
う
な
厳
し
い
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
規
制
策
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
、
電
気
自
動
車
な
ど
の
開
発
に
期

待
し
た
い
が
、
同
時
に「
日
々
の
車
使

用
に
あ
た
っ
て
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
な
ど
、
一
人
一
人
が
で
き

る
小
さ
い
こ
と
の
積
み
重
ね
が
大
切

で
は
」、
と
語
る
小
原
さ
ん
の
言
葉

を
、
皆
さ
ん
で
か
み
し
め
た
い
も
の

で
あ
る
。

■
担
当

　
環
境
教
育･

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　  

高
橋
　
盛
佳

滝
沢
村
に
も
酸
性
度
の
強
い
雨
が
降
る
　　
｜ 

環
境
教
育
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会 

｜

シリーズ：鈴の音が心地よい環境の村　たきざわ　8　

　
先
日
、

山
形
市
の

中
心
部
に

あ
る
七
日

町
商
店
街

を

訪

れ

た
。
▼
こ

の
商
店
街

は「
商
店
街
は
ま
ち
の
顔
」と
、
元
気

な
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、
元

気
な
商
店
街
に
し
よ
う
と
環
境
問

題
、
特
に
、
ゴ
ミ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
、
資
源
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
力

を
い
れ
て
い
る
。
▼
そ
の
取
り
組
み

は
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
入

れ
る
と
、
割
引
券
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
が
当
た
る
回
収
機
の
設
置
。
飲
食

店
か
ら
出
る
天
ぷ
ら
油
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
で
走
る
エ

コ
バ
ス
の
運
行
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
▼
ま
た
、
飲
食
店
で
出
た
生
ゴ

ミ
を
堆
肥
化
し
た「
エ
コ
堆
肥
」を
利

用
し
て
、
商
店
街
の
花
壇
に
、
奇
麗

な
花
を
育
て
て
い
る
。
商
店
街
と
地

域
の
方
が
一
緒
に
な
っ
て
、
汗
を
か

き
な
が
ら
植
え
た
の
だ
そ
う
だ
。
▼

生
活
の
中
で
出
る
ゴ
ミ
を
す
ぐ
に
捨

て
る
の
で
は
な
く
、
何
か
に
使
え
な

い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た「
美
し
い
地
域

づ
く
り
」。
わ
た
し
た
ち
も
、
生
活
を

見
直
し
、
ゴ

ミ
を
生
ま
れ

変
わ
ら
せ
る

方
法
を
考
え

て
み
て
は
ど

う
だ
ろ
う

か
。（
中
野
）

　

　　（株）ダイヤプレス　　

所 在 地　滝沢村大釜字風林3-32（盛岡西リサーチパーク）
事業内容　金型設計・製作、プレス加工
経営理念　一人一人の人間性を尊重し、物造りの価値を追
　　　　　求し、グローバルな企業を目指していきます。
●環境への主たる取り組み
・ISO14001　平成18年9月取得予定

環境への取り組みを行っている事業者・団体・学校などを募集中。応募は、たきざわ環境パートナー会議事務局へ（環境課内　内線274）

環境一口メモ　「ごみを減らす4R運動」とは

年平均PH

4.70
4.70
5.14
5.13
5.22
5.29

5.00(8月まで)

年 
95
97
99
01
03
04
05

雨の酸性度測定結果 

斑点模様がついた花びら

空き缶・ペットボトル回収機

Ｒecycle（ﾘｻｲｸﾙ）  再資源化=ごみを資源として活用する

Ｒeuse（ﾘﾕｰｽ）　　再利用する=繰り返し使う

Ｒeduce（ﾘﾃﾞｭｰｽ） 減らす=ごみになるものを買わない

Ｒefuse（ﾘﾌｭ-ｽﾞ）　断わる

　　　　　　　　 =過剰包装など不要なものはもらわない

◎これらの頭文字をとって「４Ｒ運動」としたものです。
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危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
栄
誉

瑞
宝
双
光
章

　
瀬
川
　
拓
郎
さ
ん（
61
歳
）

滝
沢
字
柳
沢
一
九
〇
七
番
地
四

　
◎
防
衛

　
　（
元
１
等
陸
尉
）

　昭和39年に陸上自衛隊に入隊し、平成
９年に１等陸尉に就任されました。業務
隊管理科輸送班長として、装備品や人員
の輸送、経費の取り扱いなど多岐の業務
に尽力されました。

瑞
宝
双
光
章

　
角
掛
　
宣
夫
さ
ん（
61
歳
）

滝
沢
字
加
賀
内
三
七
九
番
地
二
三

　
◎
防
衛

　
　（
元
１
等
陸
尉
）

　昭和38年に陸上自衛隊に入隊し、陸曹
長、２等陸尉を歴任され、平成10年に１
等陸尉に就任されました。第９特科連隊
第３大隊本部では、円滑な任務運営に貢
献されました。

瑞
宝
単
光
章

　
小
笠
原
　
廣
美
さ
ん（
62
歳
）

滝
沢
字
野
沢
六
二
番
地
五
三
七

　
◎
防
衛

　
　（
元
准
陸
尉
）

　昭和37年に陸上自衛隊に入隊し、第９
戦車大隊、第11戦車大隊などに勤務され
ました。戦車陸曹として訓練計画を作成
するなど、平成９年に退職されるまで、
訓練・練度の向上に努められました。

瑞
宝
双
光
章

　
阿
部
　
信
武
さ
ん（
61
歳
）

鵜
飼
字
清
水
沢
一
番
地
六
〇

　
◎
防
衛

　
　（
元
２
等
陸
尉
）

　昭和38年に陸上自衛隊に入隊し、陸曹
長、３等陸尉を歴任され、平成９年に２
等陸尉に就任されました。連隊本部通信
小隊長として、優れた通信技術と指導力
で班員の能力向上に努められました。

瑞
宝
双
光
章

　
高
橋
　
栄
亀
さ
ん（
61
歳
）

滝
沢
字
葉
の
木
沢
山
四
〇
〇
番
地

一
六

　
◎
防
衛

　
　（
元
１
等
陸
尉
）

　昭和38年に陸上自衛隊に入隊し、岩手
駐屯地では補給班長として、各部隊の後
方支援業務を推進されました。平成10年
に退職されるまで訓練・演習などの円滑
な実施に尽力されました。

瑞
宝
単
光
章

　
赤
坂
　
清
さ
ん（
71
歳
）

滝
沢
字
土
沢
五
三
〇
番
地

　
◎
消
防

　
　（
元
盛
岡
地
区
広
域
行
政

　
　
事
務
組
合
消
防
司
令
長
）

　昭和33年に盛岡市消防署（現盛岡地区広
域行政事務組合）に入り、都南分署長、盛
岡中央消防署主幹などを歴任されまし
た。平成７年に退職されるまで、地域の
防災活動に尽力されました。
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　保護司の佐々木民治さん（69歳・巣子）と岩手保
護院役員の日向誠さん（71歳・大釜上）が、法務大
臣表彰を受賞されました。お二人は、長年にわた
り犯罪者の更生保護に尽力されており、今回の受
賞はその功績が認められたものです。

瑞
宝
単
光
章

　
花
田
　
忠
則
さ
ん（
61
歳
）

滝
沢
字
大
崎
二
二
六
番
地
七

　
◎
防
衛

　
　（
元
３
等
陸
尉
）

　昭和39年に陸上自衛隊に入隊し、補給
小隊陸曹として備品などの適切な管理や
後方支援業務に尽力されました。平成10
年に退職されるまで、円滑な隊務運営に
貢献されました。

更生保護に尽力

法務大臣表彰を受賞

佐々木民治さん（写真上）と日向誠さん（写真下）

黄綬褒章
　
田
沼
　
征
彦
さ
ん（
61
歳
）

　
昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
九

年
ま
で
、
滝
沢
村
農
業
協
同
組

合
、
十
三
年
か
ら
は
新
岩
手
農

業
協
同
組
合
の
代
表
理
事
組
合

長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
岩

手
郡
全
域
九
つ
の
農
協
合
併
や

良
質
米
生
産
、
米
の
流
通
改
善

な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

大
釜
字
沼
森
八
七
番
地
一

　
◎
業
務
精
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
業
）

秋の
褒章の栄誉
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○
除
雪
は
、
村
の
管
理
す
る
村
道

な
ど
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。
村
が

管
理
し
て
い
な
い
私
道
、
農
道
な

ど
は
、
除
雪
を
行
い
ま
せ
ん
。

○
お
お
む
ね
十
セ
ン
チ

の
降
雪
な
ど
、

交
通
に
障
害
が
あ
る
場
合
に
除
雪

を
開
始
し
ま
す
。

○
バ
ス
路
線
な
ど
の
主
要
路
線

は
、
朝
七
時
の
完
了
を
目
標
と
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
路
線
は
、
若

干
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
大
雪
な
ど
の
場
合
は
、
除
雪

作
業
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
主
要
路
線
以
外
の
路
線
で
は
、

一
車
線
の
幅
で
除
雪
を
行
う
と
き

が
あ
り
ま
す
。

れ
板
」は
、
除
雪
に
よ
る
跳
ね
上

げ
な
ど
事
故
の
原
因
と
な
り
大
変

危
険
で
す
。
降
雪
前
の
撤
去
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
。
絶
対
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

○
屋
根
か
ら
の
落
雪
は
、
歩
行
者

の
生
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。
雪
止

め
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
庭
木
の
枝
の
張
り
出
し
は
、
雪

の
重
み
で
通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
枝
払
い
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
団
地
内
の
枝
線
道
路
は
、
村
の

除
雪
に
よ
る「
家
庭
の
除
雪
の
二

度
手
間
」な
ど
の
弊
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
村
は
、
自
治
会
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら「
村
が
除
雪
す
る

路
線
」「
地
域
の
皆
さ
ん
が
除
雪
す

る
路
線
」に
分
け
た
除
雪
を
実
施

す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
毎
年
一
〜

二
ず
つ
の
団
地
に
つ
い
て
行
い
、

徐
々
に
輪
を
広
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
部
道
路
課（
内
線
２

４
６
〜
２
４
８
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
８
４

―
２
１
５
８
　E

-m
ail douro@

vill.takizaw
a.iw
ate.jp

）

　村道の延長は、約485㌔にも

及びます。昨年度、村は１億２

千２百万円の経費をかけて除雪

を実施しました。

　しかし限られた財源、時間や

機械で除雪を行うために、皆さ

んのご要望すべてにお応えする

ことは、難しい状況です。

　降雪は避けることのできない

自然現象です。除雪に対して皆

さんのご理解、ご協力をお願い

します。

　
除
雪
の
基
本
方
針

○
宅
地
の
雪
は
道
路
に
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

○
村
で
は
、
道
路
か
ら
雪
を
撤
去

す
る「
排
雪
作
業
」は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
ま
た
道
路
上
の
雪
を
完

全
に
撤
去
す
る
こ
と
は
、
非
常
に

困
難
で
す
。

○
機
械
に
よ
る
除
雪
で
は
、
宅
地

前
へ
の
盛
り
上
げ
は
、
避
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
現
象
で
す
。
地
域

一
体
で
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
道
路
か
ら
宅
地
へ
の「
乗
り
入

　
円
滑
な
除
雪
の
た
め
に

　
各
家
庭
で
ご
協
力
を

　
今
後
の
除
雪
へ
の
取
り
込
み

○
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
道
路
に
堆

積
し
た
雪
の
積
み
込
み
作
業
を
し

て
い
た
だ
け
る
と
き
は
、
ト
ラ
ッ

ク（
運
転
手
付
）を
派
遣
い
た
し
ま

す
。
日
程
調
整
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
自
主
的
な
除
雪
計
画
を
策
定
し

た
自
治
会
な
ど
を
対
象
に
、
小
型

除
雪
機
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。

○
雪
捨
て
場
を
確
保
し
ま
す
。

（
場
所
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め

て
ご
案
内
し
ま
す
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
方
に
は
、
村
道
に

散
布
す
る
融
雪
剤
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

十
一
月
二
十
二
日
、
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
か
ら

除
雪
に
つ
い
て
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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　村道洞畑鬼越線（１）と第４柳沢線（２）の一部
区間が、危険防止のため冬期間通行止めになりま
す。
　ご不便をおかけしますが、よろしくご協力くだ
さい。
■通行止め区間　図の通り
■通行止め期間
　12月20日（火）～３月31日（金）
■問い合わせ　都市整備部　道路課（内線248）

（１）

【この欄の見方】　①職種　②年齢　③募集人数　④基本給　⑤求人No．⑥必要資格など
●第一ビジネスフォーム㈱　①工場営業事務　②不問　③１人　④143,000～171,000円　⑤13372851　⑥普通自動車免許１種
●社団医療法人　池田記念会　①看護師・准看護師　②不問　③１人　④158,000～190,000円　⑤14408151　⑥看護師・准看護師
●㈲巣子住設　①一般事務　②不問　③１人　④130,000～140,000円　⑤14374451　⑥普通自動車免許１種
●エスティエス仙台㈲　①ガソリンスタンド店員　②不問　③１人　④148,000～200,000円　⑤14289651
⑥普通自動車免許１種（危険物乙四種免許あれば尚可）
●岩手県農業研究センター畜産研究所　①作業員（牛）外山　②40歳以下　③１人　④113,610円　⑤13451551
⑥大型特殊自動車１種けん引（農耕用限定可）ある方尚可
●山崎製パン㈱仙台工場岩手営業所　①ルート配送員　②20～30歳　③２人　④157,150円　⑤14430851　⑥普通自動車免許１種
●㈲極光電気　①電気工事員　②不問　③１人　④200,000円　⑤14116151　⑥普通自動車免許１種、電気工事士（第１種）、電気工
事士（第２種）
●㈱ビルクリーン　①作業員・運転手　②不問　③１人　④125,000～160,000円　⑤14749351　⑥大型自動車免許1種、クレーン運転
士、車両系基礎工事用運転
・このコーナーでは、10月24日～11月18日の間に盛岡公共職業安定所への届出分から村内企業の常用雇用分を掲載しています。
・就業を希望する方は、盛岡公共職業安定所職業紹介第一部門（1624－8902）まで⑤の求人No.を告げて問い合わせください。
なお掲載企業の中にはすでに採用が決定している場合もありますのでご了承ください。
・盛岡管内企業の求人情報（ハローワーク盛岡求人情報などの最新版）は、役場一階ロビー、滝沢勤労青少年ホーム、村北部コミュニ
ティセンターでご覧になれますのでご利用ください。
【企業の皆さんへ】　掲載する企業は期間内に盛岡公共職業安定所に新規に申し込んだ企業のうち「ハローワーク盛岡求人情報」に掲載
された企業のみとなります。
【お知らせ】　全国の公共職業安定所の求人情報がインターネットで検索できますので、どうぞご活用ください。
ホームページ名：ハローワークインターネットサービス　
アドレス：http://www.hellowork.go.jp

村内企業の求人情報（10/24～11/18）

❆❆
❆❆

❆❆
❆

至る姥屋敷小中学校

（２）

至
る
岩
手
山
青
年
の
家

　国土交通省岩手河川国道事務所・秋田河川国道事務所は、国道46号盛岡市から秋田県協和町までの全区間、冬期道路サー
ビスの向上を目指して、インターネットによる道路情報を提供しています。
◎見られる内容　ライブ映像、路面・気象情報、降雪量情報、除雪作業情報、除雪車位置情報、道路規制情報など
◎パソコンから情報を得る場合　http://akita-road.thr.mlit.go.jp/r-46navi/
◎携帯電話から情報を得る場合　・i-mode      http://akita-road.thr.mlit.go.jp/r-46navi/i/
　　　　　　　　　　　　　　　・vodafone  http://akita-road.thr.mlit.go.jp/r-46navi/v/　
　　　　　　　　　　　　　　　・au            http://akita-road.thr.mlit.go.jp/r-46navi/ez/
◎問い合わせ　岩手河川国道事務所　1624－3131　http://www.thr.mlit.go.jp/iwate/　

柳沢小中学校
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健
康
な
体
の
第
一
歩
は

 

お
口
の
お
手
入
れ
か
ら

　

　
母
と
子
の
よ
い
歯
の

　
コ
ン
ク
ー
ル

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
皆
さ
ん

は
、
食
事
や
会
話
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
か
？
心
豊
か
に
生
活
を
送
る

上
で
、
お
口
の
健
康
は
と
て
も
大

切
で
す
。

　
生
涯
に
わ
た
り
、
お
口
の
健
康

を
守
る
た
め
に
は
、
妊
娠
中
か
ら

高
齢
に
な
っ
て
も
、
普
段
か
ら
の

食
事
、
お
口
の
中
の
手
入
れ
、
歯

科
医
師
な
ど
専
門
家
に
よ
る
定
期

的
な
健
診
が
大
切
で
す
。

　
村
は
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯

で
食
べ
、
元
気
に
過
ご
す
こ
と
を

目
的
に｢

母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル｣

と｢

高
齢
者
歯
科
コ
ン

ク
ー
ル｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
十
月
三
十
一
日
に
表

彰
を
行
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。

　
昨
年
度
の
三
歳
児
健
康
診
査

で
、
む
し
歯
の
無
か
っ
た
四
歳
の

お
子
さ
ん
と
、
そ
の
お
母
さ
ん
を

対
象
と
し
て
、
お
口
の
中
の
状
態

や
日
ご
ろ
の
お
手
入
れ
の
状
況
を

診
査
し
ま
し
た
。

◎
最
優
秀
賞

　
山
田
佳
奈
ち
ゃ
ん（
鵜
飼
）と
　

　
お
母
さ
ん
の
美
帆
さ
ん

◎
優
秀
賞

　
塚
澤
望
英
ち
ゃ
ん（
巣
子
）と

　
お
母
さ
ん
の
幸
織
さ
ん

◎
優
秀
賞

　
熊
谷
あ
る
と
ち
ゃ
ん（
川
前
）と

　
お
母
さ
ん
の
和
泉
さ
ん

◎
優
秀
賞

　
楢
木
幸
紀
ち
ゃ
ん（
元
村
）と

　
お
母
さ
ん
の
美
架
子
さ
ん

　
全
員
に
共
通
し
て
い
た
こ
と

は
、
親
子
と
も
に
か
か
り
つ
け
歯

科
医
を
も
ち
、
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
た
こ
と
で
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
こ
ん
な
工

夫
を
し
て
い
ま
し
た
。

ひ

け

つ

Ｑ
子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
の
秘
訣

は
な
ん
で
す
か
？

Ａ
就
寝
前
の
歯
磨
き
と
定
期
的
な

健
診
で
す
。

Ｑ
子
ど
も
の
食
生
活
で
気
を
付
け

て
い
た
こ
と
は
？
　

Ａ
好
き
嫌
い
せ
ず
何
で
も
、
ま
ん

べ
ん
な
く
摂
る
こ
と
で
す
。

こ
う
く
う

Ｑ
お
子
さ
ん
の
口
腔
ケ
ア
で
苦
労

し
た
こ
と
は
？

Ａ
歯
磨
き
を
嫌
が
る
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
根
負
け
し
な
い
で
、

褒
め
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。

◎
優
秀
賞

　
小
嶋
　
孝
久
さ
ん（
元
村
）

◎
優
秀
賞

　
大
峠
　
與
惣
治
さ
ん（
大
釜
）

　
最
優
秀
賞
の
細
井
さ
ん
は
、
自

分
の
歯
が
二
十
六
本
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
、
睦
大
学

へ
の
参
加
な
ど
趣
味
を
も
ち
、
家

族
や
友
人
の
皆
さ
ん
と
の
食
事
を

楽
し
み
に
さ
れ
い
る
よ
う
で
し

た
。

　
輝
く
歯
が
の
ぞ
く
笑
顔
は
、
本

当
に
素
敵
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課（
内

線
１
４
６
）

　
八
十
歳
で
自
分
の
歯
が
二
十
本

以
上（
親
し
ら
ず
を
含
む
）あ
る
方

を
対
象
に
、
お
口
の
中
の
状
態
を

診
査
し
ま
し
た
。

　
四
人
の
方
か
ら
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
ど
の
方
も
二
十
本

以
上
の
歯
を
お
持
ち
で
し
た
。

　
何
よ
り
も
応
募
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
は
、
お
元
気
で
、
と
て
も
八

十
歳
に
は
見
え
な
い
元
気
と
若
さ

で
し
た
。

◎
最
優
秀
賞

　
細
井
　
ア
ヱ
さ
ん（
鵜
飼
）

　
高
齢
者
の
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
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赤坂　俊一さん（76歳・法誓寺）

　地域における健康づくり事業の推進や村保健事
業推進に尽力されるなど、村民の皆さんの健康増
進に大きく貢献されました。また村保健推進員協
議会会長として協議会発展に寄与されました。

栄
養
改
善
事
業
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

太田　イクさん（74歳・元村中央）

　食生活改善推進員連絡協議会会長として、長年
にわたり地域での食生活改善活動に尽力されると
ともに、地場産物活用の料理研究や地区組織活動
に取り組まれました。

中舘幸子さんが厚生労働大臣表彰
高齢者福祉の増進に尽力

　中舘幸子さん（63歳・れいたく苑）が、特別養護
老人ホームの総合施設長として、地域と密着した
施設経営に尽力され、高齢者福祉の増進に努めら
れました。中舘さんは、高齢者生活の質の向上を
目指し、人材育成にも寄与されています。

平
成
十
七
年
度
公
衆
衛
生
事
業
功
労
者

財
団
法
人
日
本
公
衆
衛
生
協
会
会
長
表
彰

　齊藤勇二郎さん（77歳・大沢）は、農業経営収支
を記帳し、農家の経営実態を明らかにするため、
農林水産省が行う農業行政の基礎資料の作成・整
備に尽力されました。齊藤さんは、10年間、農林
水産統計業務に貢献されました。

　
こ
の
補
償
金
制
度
は「
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
る

補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法

律
」（
平
成
十
三
年
六
月
二
十
二
日

公
布
・
施
行
）に
よ
り
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
が
、
補
償
金
の
請

求
は
、
補
償
法
の
施
行
日
か
ら
起

算
し
て
五
年
以
内
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
請
求
期
限
が
一
年
を
き
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
支
給
対
象
者

　
平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
国
立
ハ
ン
セ
ン
療
養
所
等
に
入

所
さ
れ
て
い
た
方
で
、
補
償
法
施

行
日
に
お
い
て
生
存
さ
れ
て
い
る

方
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方

は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

①
す
で
に
補
償
金
を
受
け
取
ら
れ

て
い
る
方

②
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判
上

の
和
解
が
成
立
し
て
い
る
方

■
請
求
の
期
限

　
十
八
年
六
月
二
十
一
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省
健
康
局
　
疾
病
対

策
課
ハ
ン
セ
ン
病
係

1
０
３
―
５
２
５
３
―
１
１
１
１

（
内
線
２
９
８
０
・
２
３
６
９
）

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
等
に

対
す
る
補
償
金
制
度
に
つ
い
て

齊藤勇二郎さんに農林水産大臣感謝状
農林水産統計業務に貢献

表
彰
状
を
受
け
取
る
奥
さ
ま
の
イ
マ
さ
ん（
写
真
右
）
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大釜南自治会（竹鼻邦夫会長）の防災訓練と村消防団による火
災防御訓練は11月13日、大釜地区コミュニティセンター付近を
会場に行われました。大規模な地震が発生したことを想定した
防災訓練では、大釜南自治会の皆さんが、速やかに公園に避難
した後、地震体験や心肺蘇生法、初期消火訓練などに取り組み
ました。竹鼻会長は「実りある訓練であり、今後も続けていきた
い」と決意を新たにしていました。

大釜南自治会が参加

防災・火災防御訓練実施

楽しくソフトバレー

バレーボール協会が企画
赤い羽根カップ争奪

ゲートボール大会を開催
滝沢村バレーボール協会（斉藤裕夫会長）主催の第３回
ソフトバレーボールフェスティバルは11月６日、村総
合公園体育館で開催され、村内から19チームが出場しま
した。熱戦の結果、レディースの部ではB．Lが優勝、
川前Bが２位、どんぐりコロ が３位、またトリムの部
二部ではパシフィカスBが優勝、パシフィカスAが２
位、パシフィカスCが３位、B－DASHが４位という結
果になりました。

　

交通事故防止の一環

高齢者宅で安全呼び掛け
滝沢村交通指導隊（大森清志隊長）は10月25日
から11月３日まで、夜間・薄暮時の交通事故
防止県民運動の一環として、村内の高齢者世帯
の訪問活動を実施しました。訪問を受けた高齢
者の皆さんは、突然の訪問に驚いていました
が、交通指導員から交通安全チラシや夜光反射
材を手渡されながら「交通事故に遭わないよう
に気を付けてください」と優しく語り掛けられ
ると、一様に「事故に遭わないように気を付け
ます」と笑顔で話していました。

交
通
安
全
標
語
入
り
リ
ン
ゴ
も
差
し
上
げ
ま
し
た

親
睦
を
深
め
つ
つ
も
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

　

　滝沢村ゲートボール協会（吉田文四郎会長）主催の第11
回赤い羽根カップ争奪ゲートボール大会は10月16日、村
多目的研修センターで開催されました。この大会は会員
の親睦を図るとともに社会福祉に貢献することを目的と
して行われたものです。大会には約60人が参加し、大会
運営費の中から２万４千円が村社会福祉協議会へ寄付さ
れました。また大会の結果は、優勝が長根会、２位は南
寿会、３位は北部でした。

大
会
を
終
え
て
ハ
イ
、
チ
ー
ズ

初
期
消
火
訓
練
に
臨
む
自
治
会
の
皆
さ
ん

２
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 　「芸術祭たきざわ’05」は10月28日から11月６日まで、村公民
館や滝沢ふるさと交流館などを会場に行われました。
「芸術祭たきざわ’05」は、村民の皆さんが取り組んでいる芸術
活動の発表の場として、村教育委員会と滝沢村芸術文化協会（熊
谷輝男会長）の主催で行われたものです。
展示や茶道、舞台のそれぞれの部門で、日ごろの活動の成果
が発表されました。

普段の活動成果発表

芸術祭たきざわ’05開催

岩手駐屯地曹友会が

みのりホームと交流行う
滝沢村農業委員会が

農地のパトロールを実施
　陸上自衛隊岩手駐屯地曹友会（工藤純一会長）は11月
５日、知的障害者授産施設「みのりホーム」を慰問し利
用者の皆さんと交流を深めました。
　まずは岩手駐屯地音楽隊による演奏会。音楽隊が演奏
をすると、利用者の皆さんは曲に合わせて手を叩いたり
踊りを披露したりしていました。このほか、太鼓部によ
る迫力ある太鼓の演奏や、輪投げなどのゲームも行わ
れ、終始和やかに交流が進んでいきました。

　

滝沢村少年補導員が

防犯指導のポイント学ぶ
滝沢村少年補導員連絡会（切金一夫会長）は
10月28日、犯罪から子どもを守る活動の一環
として、盛岡西警察署が開催した柳沢小中学
校での防犯教室に参加しました。教室では、
万引やインターネットには危険が潜んでいる
ことなどが説明されたほか、被害防止方法、
犯罪被害に遭わないための方法も話されまし
た。村少年補導員も、ポイントについてメモ
を取りながら、子どもを犯罪から守るための
知識を習得していました。

子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
遭
わ
な
い
こ
と
を
望
み
ま
す

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
礼
の
ケ
ー
キ
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　

　滝沢村農業委員会は９月と10月を農地パトロール月
間と定め、農業委員を４班に分け農地パトロールを実
施しました。
　今回の調査では、多くの農地は適正に管理されている
ようでしたが、山手の農地や耕作が難しい農地について
は最近耕作されていないと思われる場所も確認されまし
た。この農地パトロールは定期的に行い、必要に応じて
地権者などへの管理のお願いも実施していく予定です。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
農
業
委
員
の
皆
さ
ん

村
公
民
館
で
行
わ
れ
た
茶
道
部
門
の
様
子
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輝
か
し
い
未
来
を
自
分
の
手
で
切
り
拓
こ
う
！

平
成
十
八
年「
滝
沢
村
成
人
式
」の
ご
案
内

平
成
十
八
年
の
成
人
式
が
一
月
八

日（
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。

村
内
で
は
約
八
百
人
の
方
々
が
晴

れ
て
成
人
を
迎
え
ま
す
。

成
人
式
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

村
内
の
中
学
校
出
身
の
新
成
人
十
数

名
で
組
織
し
た「
成
人
式
実
行
委
員
」

が
主
体
と
な
り
、
新
成
人
自
ら
式
典

の
企
画
運
営
に
参
画
し
準
備
を
取
り

進
め
て
い
ま
す
。

晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ
た

皆
さ
ん
の
門
出
を
お
祝
い
い
た
し
た

く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

■
日
時

新
春
一
月
八
日（
日
）

※
成
人
の
日
の
前
日
に
開
催

■
受
付

午
前
九
時
半
か
ら

■
開
式

午
前
十
時
半

■
会
場

村
総
合
公
園
体
育
館

■
対
象
者

昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

六
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
が
対
象
で
す
。

■
案
内
通
知

対
象
者（
十
一
月
三
十
日
現
在
住

民
登
録
し
て
い
る
方
）全
員
に
案
内

は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

※
現
在
、
村
外
に
お
住
ま
い
の
方
も

当
日
村
の
成
人
式
に
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
参
加
す
る
場
合
は
、
式
典
当

日
に
受
け
付
け
に
て
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

成
人
式
当
日
の
会
場
付
近
は
大
変

な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
総
合
公

園
駐
車
場
に
駐
車
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
願
い
ま
す
。

■
成
人
式
実
行
委
員

田
鎖
三
紀
子（
滝
沢
南
中
出
身
）

斉
藤
可
那
子（
滝
沢
南
中
出
身
）

池
田
好
典
　（
滝
沢
南
中
出
身
）

立
花
孝
平
　（
滝
沢
南
中
出
身
）

福
士
さ
や
か（
滝
沢
二
中
出
身
）

畠
山
裕
美
　（
滝
沢
二
中
出
身
）

佐
藤
晃
輔
　（
滝
沢
二
中
出
身
）

角
掛
日
沙
子（
一
本
木
中
出
身
）

千
葉
千
恵
　（
一
本
木
中
出
身
）

小
関
純
一
　（
姥
屋
敷
中
出
身
）

熊
谷
敦
文
　（
滝
沢
中
出
身
）

鈴
木
啓
太
　（
滝
沢
中
出
身
）

菊
池
志
保
　（
滝
沢
中
出
身
）

藤
原
優
香
　（
滝
沢
中
出
身
）

■
問
い
合
わ
せ

村
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

1
６
８
４
―
２
１
１
１

内
線
３
４
３

成
人
式
実
行
委
員

（
写
真
は
昨
年
の
実
行
委
員
）

懐かしい友人に会いました

昨年の成人式の様子
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公
民
館
で
は
手
打
ち
そ

ば
の
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
の
大
晦
日
、
自

分
で
打
っ
た
手
打
ち
の
年

越
し
そ
ば
は
い
か
が
で
す

か
。

■
日
時
・
会
場

下
の
表
の
通
り

■
講
　
師

齊
藤
　
ケ
イ
　
さ
ん

■
受
講
料
　
千
百
円

■
定
　
員
　

各
会
場
十
五
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ会
場
を
ど
ち
ら
か
選
ん

で
、
十
二
月
十
六
日（
金
）

ま
で
に
村
公
民
館（
1
６

８
７
―
２
２
２
２
）に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

英
語
は
習
っ
た
は
ず
な
の
に
、
英

語
で
会
話
す
る
の
は
苦
手･･･

そ
ん

な
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
話
せ
る
よ
う

に
な
る
に
は
、
実
際
に
会
話
し
て
み

る
の
が
一
番
！

村
公
民
館
で
は
、
楽
し
く
日
常
会

話
を
学
べ
る
英
会
話
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時

一
月
十
六
日
〜
三
月
二
十
日

午
後
七
時
〜
九
時

（
毎
週
月
曜
日
　
全
十
回
）

今
回
の
造
形
教
室
で
は
ゴ
ム
の
動

力
で
大
き
な
機
体
が
大
空
高
く
飛
び

上
が
る
ラ
イ
ト
プ
レ
ー
ン「
Ｂ
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
号
」を
作
り
ま
す
。

冬
休
み
の
工
作
に
一
緒
に
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
・
会
場
等

下
の
表
の
通
り

■
対
　
象

小
学
校
四
〜
六
年
生

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

十
二
月
二
十
六
日（
月
）ま
で
に
村

公
民
館（
1
６
８
７
―
２
２
２
２
）

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

会　　　場 持ち物 時　　間 期　　日 

 
滝沢ふるさと交流館 
 
 
滝沢村多目的 
　　　研修センター 
　　（篠木） 

12月22日 
（木） 
 

12月23日 
（金）  

 
 
午前10時 
～午後１時 

 
・直径25㎝程度の鍋 
（ボール、洗面器でも可） 
・エプロン 
・三角巾 

手打ちそば教室　受講生募集手打ちそば教室　受講生募集 手打ちそば教室　受講生募集手打ちそば教室　受講生募集 
手打ちそばで年越しを 手打ちそばで年越しを 

手打ちそば教室　受講生募集 
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z

z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z

z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z

z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z

z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z
z

名
曲
鑑
賞
会

名
曲
鑑
賞
会 

名
曲
鑑
賞
会

名
曲
鑑
賞
会 

名
曲
鑑
賞
会 

寒
さ
が
日
増
し
に
厳
し
く
な
る
季

節
。
暖
か
な
室
内
で
名
曲
を
鑑
賞
し

ま
せ
ん
か
。
今
月
は
ザ
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
の
ヒ
ッ
ト
メ
ド
レ
ー
の

数
々
を
、
村
内
で
活
躍
す
る
ア
マ

チ
ュ
ア
エ
レ
キ
バ
ン
ド「
プ
リ
ン
ス
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
生
演
奏
で
お
送
り

し
ま
す
。
迫
力
あ
る
生
バ
ン
ド
の
演

奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■曲　目 

ザ・ベンチャ－ズのヒットメドレ－ 

■演　奏 

アマチュアエレキバンド「プリンス」 

■問い合わせ　　滝沢ふるさと交流館（1687－5511） 

■日　時 

　12月22日（木） 

　午後７時～８時15分 

 

■会　場 

　滝沢ふるさと交流館 

　チャグチャグホール 

曲　名 日時・場所 

■
会
　
場
　
村
公
民
館

■
講
　
師

村
国
際
理
解
推
進
事
業
担
当
教
師

サ
ラ
　
バ
ッ
ト
　
先
生

■
定
　
員
　
二
十
人

※
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
受
講
料
　
千
五
百
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

十
二
月
二
十
六
日（
月
）ま
で
に
村

公
民
館（
1
６
８
７
―
２
２
２
２
）

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

冬
休
み
少
年
少
女
造
形
教
室
　
受
講
生
募
集

冬
休
み
少
年
少
女
造
形
教
室
　
受
講
生
募
集 

冬
休
み
少
年
少
女
造
形
教
室
　
受
講
生
募
集

冬
休
み
少
年
少
女
造
形
教
室
　
受
講
生
募
集 

冬
休
み
少
年
少
女
造
形
教
室
　
受
講
生
募
集 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

英
会
話
教
室
　
受
講
生
募
集

英
会
話
教
室
　
受
講
生
募
集 

楽
し
み
な
が
ら 

実
力
ア
ッ
プ
！ 

 

英
会
話
教
室
　
受
講
生
募
集

英
会
話
教
室
　
受
講
生
募
集 

英
会
話
教
室
　
受
講
生
募
集 

楽
し
み
な
が
ら 

実
力
ア
ッ
プ
！ 

 

会場：鵜飼小学校 
期日：1月5日(木)～6日(金) 
講師：藤澤　祐三　先生 
 
 
会場：滝沢中学校 
期日：1月10日(火)～11日(水) 
講師：山内　弘　先生 
 
 
会場：滝沢東小学校 
期日：1月12日(木)～13日(金) 
講師：中川　宏　先生 

時　間：午前9時～12時半 

定　員：各会場20人 

　　　※超えた場合は抽選 

受講料：100円（材料代） 

1 

2 

3
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み
ん
な
の

ス
ポ
ー
ツ

村 民 体 育 祭 後 期 大 会 開 催  村 民 体 育 祭 後 期 大 会 開 催  村 民 体 育 祭 後 期 大 会 開 催  

qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

総合公園体育館 
12月23日（金）第17回滝沢村ふれあいバドミントン大会 

１月10日（火）‘99岩手総体記念岩手県高等学校選抜バトミントン大会 

１月11日（水）第12回滝沢村オープン中学校バドミントン大会 

スポーツ行事案内（12月19日～1月15日まで） 

村
広
報
十
月
五
日
号
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
十
二
月
十
一
日

（
日
）午
前
九
時
か
ら
、
第
十
八
回
滝

沢
村
民
体
育
祭
後
期
競
技
の
綱
引

が
、
村
総
合
公
園
体
育
館
で
行
わ

れ
、
本
年
度
の
総
合
優
勝
の
自
治
会

が
決
定
し
ま
す
。

現
時
点
で
の
総
合
得
点
の
上
位
三

自
治
会
は
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

第
１
位
　
巣
子
自
治
会（
40
点
）

第
２
位
　
国
分
自
治
会（
32
点
）

第
３
位
　
川
前
自
治
会（
30
点
）

十
月
十
三
〜
十
四
日
、
秋
田
県
秋
田
市

で
第
四
十
六
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
十
四
日
に
秋
田
県

立
体
育
館
で
行
わ
れ
た
分
科
会
で
、「
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
育
て
よ
う
〜

充
実
・
発
展
の
た
め
の
支
援
方
策
〜
」を

テ
ー
マ
に
、
本
村
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
チ
ャ
グ
チ
ャ

グ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
協
議
会
副
会
長

高
橋
三
郎
氏（
本
村
体
育
指
導
委
員
長
）が

事
例
発
表
を
行
な
い
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約
九
百
人
の
参
加

者
の
み
な
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
か
た
む

け
、
今
後
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
活
発
な
論
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、

い
ろ
い
ろ
な
種
目
で
、
ど
ん
な
レ
ベ
ル
の

人
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
が
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
、
だ
れ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や

年
齢
、
興
味
、
目
的
に
応
じ
て
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
文
部
科
学

省
が
、
今
後
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
中

枢
に
位
置
付
け
て
い
る
も
の
で
す
。

チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
平
成
十

四
年
四
月
に
設
立
さ
れ
、
全
国
で
も
珍
し
く
体

育
協
会
が
主
体
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
、
現
在
は
十
四
種
目
の
ク
ラ
ブ
で

活
動
し
て
お
り
、
様
々
な
種
目
を
様
々
な
競
技

レ
ベ
ル
で
、
世
代
や
年
齢
を
超
え
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
、「
地
域
の
住
民
に
よ
る
地
域
の

住
民
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
根
ざ
し
て
い
く
こ
と
を
推
進
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
期
日
　
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
毎
週

　
　
　
　
水
・
日
曜
日

○
時
間
　
午
前
十
時
半
か
ら
と
、
午
後
二
時

　
　
　
　
か
ら
の
一
日
二
回

○
場
所
　
村
総
合
公
園
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン

　
　
　
　
グ
室

○
対
象
　
高
校
生
以
上
の
方

○
定
員
　
各
回
５
人（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
村
総
合
公
園
体
育
館（
1
６
８
７
―
３

３
１
１
）に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
週
木
曜
日
の
初
心
者
講
習
は
、

通
常
ど
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

トレーニング初心者講習開催

村内体育施設休館日のお知らせ 

年末年始の12月29日(木)から1月3日(火)
までの6日間は、村内の体育施設は休館と
なります。 

村内体育施設休館日のお知らせ 村内体育施設休館日のお知らせ 

qqqqqqqqqqqqqqqqqqq

qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

q
q

q
q

q
q

q
q

q
q

q
q

q
q

q
q

第
四
十
六
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会

第
四
十
六
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会 

第
四
十
六
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会

第
四
十
六
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会 

第
四
十
六
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会 
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な
た
は
負
け
続
け
て
結
局
滅
ん
で

い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
よ
い
の

だ
。
滅
び
た
そ
な
た
を
最
後
ま
で
華

の
園
で
遊
ば
せ
よ
う
ぞ
。
」兄
弟
相

剋
を
仕
掛
け
た
後
白
河
法
皇
の
深

謀
。空

気
の
読
め
な
い
夫
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
横
井
　
暁
子

テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
子
ど
も

と
奪
い
合
う
、
靴
下
や
服
を
裏
返
し

に
脱
ぐ
…
　
あ
ー
、
も
う
い
い
加
減

に
し
て
っ
！
　
非
常
識
な
ダ
ン
ナ
に

日
々
悩
む
妻
た
ち
の
心
の
叫
び
。

　　　知
っ
て
る
よ
う
で
知
ら
な
い
も

　
の
の
順
序

こ
と
ば
探
偵
団

日
本
茶
は
ど
ん
な
順
で
い
れ
た
ら

お
い
し
い
の
か
？
　
お
焼
香
は
ど
ん

な
手
順
？
　
な
ど
順
序
の
う
ん
ち
く

満
載
。

高
野
優
の
子
連
れ
地
球
上
陸

　
大
作
戦
　
ハ
ワ
イ
編高

野
　
優

三
人
の
娘
と
上
陸
し
た
先
は
ハ
ワ

イ
！
　
子
連
れ
旅
行
を
一
二
〇
％
楽

し
む
方
法
を
お
教
え
し
ま
す
。

　コ
ン
ビ
ニ
弁
当
一
六
万
キ
ロ

　
の
旅

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
探
偵
団

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
に
は
い
ろ
ん
な
ヒ

ミ
ツ
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
店
長
バ
ー

チ
ャ
ル
体
験
や
お
弁
当
工
場
の
一
日

紹
介
な
ど
。

新

着

図

書 

書

　

　

　

　

名 

著
書
・
編
者 

ス
マ
ー
ト
モ
テ
リ
ー
マ
ン
講
座 

新
ゴ
ー
マ
ニ
ズ
ム
宣
言
ス
ペ
シ
ャ
ル
靖
国
論 

中
尊
寺
千
二
百
年
の
真
実 

あ
の
戦
争
は
何
だ
っ
た
の
か 

大
江
戸
の
姫
さ
ま
〜
ペ
ッ
ト
か
ら
お
輿
入
れ
ま
で 

年
金
の
根
本
問
題
と
そ
の
解
決
の
道
を
考
え
る 

親
分
（
日
本
ア
ウ
ト
ロ
ー
烈
伝
） 

私
が
が
ん
な
ら
、
こ
の
医
者
に
行
く 

静
か
な
時
限
爆
弾
〜
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害 

仙
台
上
等
な
ラ
ン
チ 

リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
が
大
切
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
超
え
る
瞬
間 

中
高
年
の
た
め
の
も
っ
と
知
り
た
い
携
帯
電
話
Ａ
Ｂ
Ｃ 

手
の
ひ
ら
の
仕
事
〜
岩
手
・
秋
田
・
青
森 

決
断
力 

ま
っ
と
う
な
日
本
語 

藤
沢
周
平
心
の
風
景 

赤
い
疑
惑
〜
あ
の
伝
説
の
赤
が
今
蘇
る 

も
う
、
若
く
は
な
い
け
ど 

猫
丸
先
輩
の
空
論 

奥
州
王
〜
日
本
最
強
の
異
人
種
、
安
倍
一
族
の
戦
い 

サ
ヨ
ナ
ラ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ 

τ
に
な
る
ま
で
待
っ
て 

笑
う
豚
２
の
生
活 

歌
お
う
か
、
モ
ト
君
。
〜
自
閉
症
児
と
と
も
に
歩
む
子
育
て
エ
ッ
セ
イ 

四
月
の
雪 

お
笑
い
天
国
！
ダ
ジ
ャ
レ
の
神
様 

ぼ
く
ら
の
ケ
ー
タ
イ
３
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
の
秘
密 

こ
ろ
わ
ん
と
こ
ろ
こ
ろ 

ぱ
く
っ 

武
田
　
篤
典 

小
林
　
よ
し
の
り 

佐
々
木
　
邦
世 

保
坂
　
正
康 

関
口
　
す
み
子 

飯
塚
　
和
夫 

猪
野
　
健
治 

海
老
原
　
敏 

広
瀬
　
弘
忠 

ジ
ェ
イ
ア
ク
ト 

高
野
　
登 

法
林
　
岳
之 

奥
山
　
淳
志 

羽
生
　
善
治 

朝
日
新
聞
校
閲
部 

藤
沢
　
周
平 

浅
野
　
美
和
子 

喜
多
嶋
　
隆 

倉
知
　
淳 

高
橋
　
一
起 

馬
場
　
当 

森
　
博
嗣 

中
谷
　
昌
弘 

石
渡
　
ひ
と
み 

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ギ
ョ
ン 

小
野
寺
　
ぴ
り
り
紳 

さ
と
う
　
ま
き
こ 

ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル 

黒
井
　
健 

せ
き
　
ゆ
う
こ 

こざん

問い合わせ   村立湖山図書館（役場裏村公民館内）　電話687－2222　
　　　　　　  インターネットホームページ url　http : // www.vill.takizawa.iwate.jp/section/kozan
　　　　　　  休館日　年末年始、館内整理期間　　　開館時間　午前9：00～午後5：00

図
書
館
が
い
ど

子
ど
も
向
け
の
映
画
や
紙
芝
居

な
ど
を
用
意
し
ま
し
た
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
日
時
　
十
二
月
十
七
日（
土
）午

　
　
　
　
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

＊
場
所
　
滝
沢
村
公
民
館

＊
内
容
　
ア
ニ
メ
映
画「
く
ま
の

　
　
　
　
プ
ー
さ
ん
〜
プ
ー
さ
ん

　
　
　
　
と
虎
」の
上
映
等

＊
入
場
料
　
無
料

絵
本
か
ら
う
ま
れ
た
お
い
し

　
い
レ
シ
ピ
２

　
　
　
　
き
む
ら
　
か
よ

『
ち
び
く
ろ
・
さ
ん
ぼ
』の
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
や『
く
ま
の
が
っ
こ
う
』

の
か
ぼ
ち
ゃ
パ
ン
な
ど
、
絵
本
に

出
て
く
る
ご
ち
そ
う
を
食
べ
て
み

た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
ん
な
夢
を
叶
え
る
レ
シ

ピ
集
。

　義
経
を
討
て

童
門
　
冬
二

「
義
経
よ
、
私
は
そ
な
た
を
勝
た

せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ

今
月
の
本

え
い
が
と
お
は
な
し
の
時
間

図
書
返
却
の
お
願
い

図
書
館
の
本
は
一
冊
一
冊
が
村

の
備
品
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産

で
す
。
返
す
の
を
忘
れ
て
い
る
本

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
年
末
の
大
掃

除
の
際
な
ど
に
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
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戸籍の窓戸籍の窓 戸籍の窓 

 

 10／１～／１～10／31届け出分届け出分 
（敬称略）（敬称略） 

10／１～10／31届け出分 
（敬称略） 

せき　みさと ちゃん

　年末年始は次の通りですので、お間違えのないようによろしくお願いします。
◎ごみの収集
　年　末：12月30日（金）まで　年　始：１月４日（水）から
◎し尿くみ取り
　年　末：12月30日（金）まで　年　始：１月５日（木）から
※ただし、年内のし尿くみ取りを希望する場合は12月15日（木）までに、下記業者に依頼を
済ませてください。
※年末は特に込み合いますので、早めに予約しましょう。
・し尿くみ取り業者　
　文化企業（株）　平日の営業時間内（午前８時～午後５時）：（†0120－59－3210）
　　　　　　　　平日の営業時間外：（†659－3210）
　　　　　　　　※土日祝祭日の受け付けは行っておりませんのでご了承願います。
■問い合わせ　環境産業部　環境課（内線273～276）　

大釜南 田中　珀はく 亨
篠　木 成田　桃香ももか 誠悟
鵜飼南　　　小野寺　誉鷹やすたか 晴満
　　　 小野寺　将隼まさとし 晴満
　　　 松田　翔和とわ 誠
　　　 岡部　結衣ゆい 忍
　　　 齋藤　和あえる 健英
　　　 稲葉　健太けんた 淳
元村中央 畠山　苺鈴めり 英樹

野　　爽馬そうま 雄太
法誓寺 田村　美彩みさ 望
元村東 高橋　 花れんか 博文
　　　 高橋　美澪みれい 博文
あすみ野 関根　優樹ゆうき 正生
　　　 山生　菜月芽なつめ 幸博
川　前 久保　琉斗るいと 敏也

佐々木　永遠とわ 広美
巣　子 工藤　叶蒼とあ 一三

藤田　ジョン 久栄
南巣子 泉山　天てん 悟
長　根 関　美里みさと 智

高橋　瀬里奈せりな 陽樹
遠山　萌心もこ 豊

南一本木 小澤　珠子たまこ 純
北一本木 野里　美月みつき 広樹

（地区）　　　　　（氏名）　　　　 　（保護者）
出　生

　　

す
　
こ
　
や
　
か
　
に

滝　　　沢
ニュータウン

　この欄には、滝沢村役場に届け出され、
承諾が得られた方だけ掲載しています。

小学生と一般が対象の
　スキー教室開催します

s主　催　滝沢村スキー協会
s開催日
　12月25日（日）、１月22日（日）、１月29
日（日）の３日間
※１回または２回の参加も可能です。
s場　所
　網張温泉スキー場（現地集合、現地解散）
s対象・定員
　小学生（初心者・初級者）・40人、一般
（初心者歓迎）・20人
※親子の参加も大歓迎です。
s参加料
　１回700円（３回で2,000円、保険加入と
リフト代は各自でお願いします）
s申し込み・問い合わせ
　12月16日（金）までに村総合公園体育館
（†687－3311）に電話でお申し込みくださ
い。

農薬の使用と管理には
　十分にご注意ください

　農薬の適正使用および保管管理に努め、
人畜および環境への被害を防ぐために、以
下の５項目について十分注意してくださ
い。
（１）農薬の使用にあたっては、必ずラベ
ルの表示に従い、それ以外の使用は絶対に
行わないこと。
（２）農薬の使用により、河川や池などの
水系が汚染されないよう注意すること。
（３）子どもや家畜、ペットや野生動物な
どが誤食する恐れがある場所での使用は避
けること。
（４）農薬は食品などと区別し、子どもの
手が届かない直射日光を避け乾燥した涼し
いところへ保管すること。
（５）毒物・劇物はもちろん、普通物でも
保管庫に施錠するなど厳重に管理するこ
と。
s問い合わせ
　環境産業部農林課（内線252）

家族介護者教室を開催
　お気軽に参加ください

　排せつの自立と介護のポイント・福祉用
具の活用について講習します。
s日　時　
　12月19日（月）　午後１時～２時半
s場　所　
　村北部コミュニティセンター　談話室
s内　容　
　「排せつのケア」　講師　岩手県介護実
習・普及センター職員　吉田　和枝 氏
s問い合わせ　
　村北部在宅介護支援センター（†688－
5305）

工業統計調査のために
　村の調査員が伺います

　経済産業省では、工業統計調査を17年
12月31日現在で実施します。この調査
は、全国の製造業を営む事業所を対象に
１年間の生産活動など実態を調査するも
のです。
 今月から村の統計調査員がお伺いします
ので、調査票の記入、提出にご協力くだ
さい。
s問い合わせ
　経営企画部広報情報課（内線325、326）

（地区）　　　　　（氏名）　　　　　 　（年齢）
死　亡

大釜南 勝田　留弥 84歳
武田　ハナ 94歳

鵜飼西 高橋　ヒデ 87歳
金野　和子 65歳

室小路 齊藤　美智子 64歳
坂本　ひろ ０歳

元村中央 對馬　のり子 46歳
法誓寺 前田　利榮 74歳
元村北 井上　正藏 87歳
あすみ野 佐野峯　寛 64歳
巣　子 三浦　勝雄 79歳
柳　沢 　本　清吉 81歳

滝　　　沢
ニュータウンや

す
ら
か
に

平成17年12月5日号　No.668
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10月

交通事故発生状況（　）内は1月からの累計

○交通事故
　人身事故　　　 　25件（214件）
　物損事故　　      77件（906件）　
　死　　者　　　  ０人 （１人） 　
　負　傷　者　　　  33人（289人）

○飲酒運転検挙者 　 ８人　（68人）

火災・救急出動状況（　）内は1月からの累計

○火　災
　建物火災　　　　２件  （７件）
　建物以外の火災　０件  （３件）　
○救　急
　出動回数　       84件（947件）
　搬送人員　       77人（922人）

平成17年 10月 30日現在

　　（　）内は先月比

　男   26,243人　（-22）    出生 33人

　女   26,713人　（-24）　 死亡 18人

　計   52,956人　（-46）　 転入145人
世帯数19,283世帯 （０）　 転出205人

人のうごき

・小岩井公民館

・姥屋敷多目的研修センター

・川前地区コミュニティ

　消防センター

◆臨時納付窓口の開設

10：00～11：00

13：00～14：00

15：00～16：00

◆役場各出張所窓口でも納付
　できます
・東部、北部出張所 8：30～17：00

◆平日の水曜日は窓口を延長
　しています
・役場・東部出張所 8：30～19：00

12月26日（月）

税金の納期限　 12月26日

村 県 民 税 ４ 期
国民健康保険税６期
介護保険料1 2 月分

保険料の納期限 １月４日
　口座振替をご利用の方は、税金
は12月26日、保険料は１月４日が
振替日となりますので、残高確認
をお願いします。

ペレットストーブ設置
　経費の一部補助します

　県では、木質バイオマスエネルギーの
活用を促進するため、平成18年３月20日
までに県内の一般家庭や事業所などがペ
レットストーブを設置する場合に要する
経費の一部を補助します。
s補助額
　５万円を限度に経費の４分の１を補助
します。（設置前に申請が必要です）
s問い合わせ
　県庁産業振興課（†629－5552）または盛
岡地方振興局企画総務部企画振興課
（†629－6512）

新たな街づくりに向け
　街の名称を募集します

　滝沢村鵜飼狐洞区画整理地区の名称を
募集します。
s応募対象
　どなたでも応募できます。（複数応募
可）
s応募方法　
　はがき、FAX、メールで住所、氏名、
年齢、電話番号、街の名称とその理由を
ご応募ください。
s締め切り　平成18年１月20日（金）
s選考、決定方法　
　皆さんからの応募をもとに、滝沢村狐
洞土地区画整理組合員から構成されてい
る理事会により名称を選定します。採用
された方には、３万円を贈呈する予定で
す。ただし同一名称多数の場合は抽選に
より選出させていただきます。
s応募先・問い合わせ　
　滝沢村狐洞土地区画整理組合（鵜飼字狐
洞１－254　†699－2666FAX兼）
E-mail takizawa.k@eos.ocn.ne.jp

滝沢村剣道協会が主催
　第９回村剣道交流大会

s期　日
　平成18年１月21日（土）　受け付け午前
８時半～　開会式９時～
s会　場　村総合公園体育館　
s申し込み締め切り　12月18日（日）
s参加料　個人戦１人につき600円　
s申し込み・問い合わせ
　滝沢村剣道協会事務局長　荒田（†641
－3685）

○障害者控除
　身体障害者手帳などをお持ちでない方でも、所得税や村県民税の障害者控除を受けられる
場合があります。介護保険の要介護認定を受けている65歳以上の方で、申請により村が定め
る認定基準に該当する方には「障害者控除対象者認定書」を発行しますので、個別に申請手続
きを行ってください。なお認定基準などについてはお問い合わせください。
○おむつ代の医療費控除
　おむつ代を医療費控除の対象にするには、医師が発行する「おむつ使用証明書」と支出した
おむつ代の領収書が必要です。ただし要介護認定を受けている方で、次の①と②の両方に該
当する場合は、従来の「おむつ使用証明書」に代えて、申請により介護保険課で発行する「主
治医意見書内容確認書」と支出したおむつ代の領収書で、控除を受けることができます。
①おむつ代の医療費控除を受けるのが２年目以降であること。
②介護保険の要介護認定の際に用いる主治医意見書により、寝たきりで尿失禁の状態である
ことが確認できること。
　なおどちらかに当てはまらない場合は、従来どおり医師から「おむつ使用証明書」を発行し
てもらうこととなります。
■申請先・問い合わせ　健康福祉部介護保険課（内線134、135）

平成18年１月から申請受け付け

123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890
123456789012345678901234567890

■日程　平成18年３月５日までの毎週
土、日曜日と祝日（ただし12月３日と12
月31日～１月２日休場日、悪天候日、大
会順延日などは除きます）
■会場　岩手県営スケート場
■対象・定員
　小学生以上の初心者、初級者・20人
■申し込み・問い合わせ
　岩手県営スケート場（†641－1530）

スケートレッスンタイム開催

平成17年12月5日号　No.668

至る分れ 至る滝沢IC

至る青山町至る大釜
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■
毎
年
除
雪
の
こ
と
を
広
報
に
掲
載
す

る
と
、
本
格
的
な
冬
が
い
よ
い
よ
近
づ

い
て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
ご
ろ

岩
手
山
も
す
っ
か
り
白
く
な
り
、
震
え

る
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

は
、
車
の
タ
イ
ヤ
は
も
う
交
換
さ
れ
ま

し
た
か
？
わ
た
し
は
、
先
月
の
初
め
に

交
換
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
事
も
早

め
に
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
気
持
ち
に

ゆ
と
り
が
で
き
る
も
の
で
す
。
い
つ
雪

が
積
も
る
か
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

も
、
も
う
タ
イ
ヤ
を
交
換
し
た
か
ら
大

丈
夫
と
い
う
安
心
感
が
、
少
し
あ
り
ま

す
。
今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
そ
の
短
い

時
間
を
少
し
で
も
ゆ
と
り
を
も
っ
て
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。  

　  

（
高
橋
）

■
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
カ
月
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
一
年
間
の
広
報
た

き
ざ
わ
の
ペ
ン
だ
こ
を
読
み
返
し
て
み

る
と「
あ
ん
な
こ
と
や
こ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
な
ぁ
」と
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
つ
い
最
近
だ
っ
た
よ

う
な
気
が
す
る
出
来
事
も
、
年
が
明
け

れ
ば
も
う「
昨
年
の
出
来
事
」に
な
っ
て

し
ま
う
ん
で
す
ね
。
毎
年
、
一
年
が
終

わ
る
た
び
に
時
間
の
た
つ
の
は
早
い
な

と
感
じ
ま
す
が
、
子
ど
も
の
と
き
よ
り

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
方
が
時
の
流
れ

が
早
く
感
じ
る
の
は
わ
た
し
だ
け
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
だ
け
充
実
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
か
な
？
　
　 

　
　
　  

（
谷
藤
）

広
報
た
き
ざ
わ
は
毎
月
5
日
と
15
日（
お
知
ら
せ
版
）発
行
で
す

（
再
生
紙
使
用
）

　　滝沢村の観光といえば、岩手山がまず思い付き
ますが、みんなと違う滝沢村の観光材料を紹介した
いと思って角掛神社で撮影しました。幹の太さから
連想される竜のような樹の力強さを表現
しました。

　　　　　「昇り竜」　菊池　利介さん（盛岡市）

　　　　第11回滝沢村観光写真コンクール入賞作品（原画はカラー）
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